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授業レポート　New Edition POWWOW 英語Ⅰ

1．英語Ⅰ，英語ⅠＲ
　本校では，学年および進路別コース（特別進学・
高大一貫・国際言語）の違いにより，英語 Iをいわ
ゆるリーディングとグラマー（英語 IRと IG）に分
けて指導する場合と，包括的に英語 Iとして指導す
る場合がある．英語 Iの場合は週 4時間，英語 IR
および IGはそれぞれ週 2時間である．筆者は，国
際言語コースの英語 Iと特別進学コースの英語 IR
の指導を担当し，英語 Iでは単語力増強と読解力養
成に加えて文法事項の確認と定着，英語 IRでは単
語力増強と読解力養成に努めている．ここでは，英
語 Iと IRの共通部分である読解指導について，授
業実践を紹介する．

2．授業の流れ
　まず，英語 I，英語 IR，あるいは英語 IGのいず
れの授業でも，市販の単語帳から範囲を指定して，
単語・熟語の英日・日英小テストを毎時実施してい
る．生徒には当初不評であったが，教科書の新出単
語・熟語だけでは，国公立大学や外国語・国際関係
の学部を目指す生徒にとっては十分でないため，と
にかく単語・熟語のストックを増やすべく継続して
いる．

3．音読
　次に，New Edition POWWOW English Course I
を使った読解指導であるが，レッスンの各パートに
つき，おおむね 2時限を標準に実施している．レッ
スンの始めの扉絵を見て，CDに録音されている短
文のうち適切なものを選ぶという活動から，そのレ
ッスンのテーマが提示され，イメージが広がる．各
パートでは，1時限目にまず CDのネイティブ発音
を聞かせる．このとき，初回であっても（むしろ初
回だからこそ）なるべく教科書本文を見ないよう指
示している．本文を予習してきなさいという日頃の
学習指導とちょっと矛盾するようであるが，実際の
ところ自宅での予習で CDまで聞き込んでくる生

徒は少数派であるため，ネイティブ発音を聞くのは
1時限目が初めてという場合が多い．多少の単語や
あるいは全訳まで予習してあっても，耳から入る英
語音声で内容までとらえることはまだ難しい．そこ
を逆手にとって，音を耳に印象付けてもらいたいと
思っている．
　なお，筆者の教科指導ではシャドーイング（ポー
ズなし，ノーマルスピードの英語音声に影のように
自分の声をかぶせてついていく，通訳訓練でも用い
られているトレーニング），そしてその発展系であ
る音読筆写（シャドーイングしつつ，一定の区切り
で音声を止めて，聞こえた音声をディクテーション
する，さらに難度の高いトレーニング）を奨励して
いる．特に，将来，外国語・国際関係の学部を目指
す国際言語コースにあっては，通訳になりたい，海
外で学びたいという生徒も少なくないため，初めて
聞く音声でも積極的にシャドーイングでついていこ
うとする意欲があり，ボリュームを一段階上げる必
要があるほど，みな一斉に発声を始めてにぎやかで
ある．

4．読解プリント
　ネイティブ音声を使ったシャドーイングや一斉音
読を適宜行ったあとは，新出単語・熟語を可能な限
り例文つきで紹介し，読解プリントの配布となる．
このプリントは，本文の英語と日本語訳に加えて，
Let’s find!，True or False，Questions，Order / 
Filling-in / Word-change，といった設問に答えな
がら，自然とテキスト本文に何度も目を走らせ，情
報を見つけるというタスクをさせる仕掛けになって
いる．日本語訳がついているのは，やはり自習で全
訳をしないと不安に思う生徒の確認用とするため
と，読解力がまだ低い生徒については，テキスト本
文で上記のような設問に対する答えを探す際に日本
語訳を手がかりにすることで，読解に親しみやすく
させるためである．大量英文速読とまではいかない
し，単純なタスクに思えるかもしれないが，指定さ

New Edition POWWOW 英語 Ⅰ
プリント利用の読解指導 名古屋女子大学中学校・高等学校　南

Nagumo

雲 幸
Yukimi

美
福
Fukuda

田 誠
Makoto

 



23UNICORN JOURNAL, November10, 2009

New Edition POWWOW 英語Ⅰ

■
読
解
プ
リ
ン
ト



24 UNICORN JOURNAL, November10, 2009

New Edition POWWOW 英語Ⅰ

New Edition POWWOW　英語Ⅰ Lesson 3

れた単語・熟語や文章がテキスト本文のどこにある
のかを見つけ出すためには本文を頭から読んでいく
必要があり，結果的に本文を読む回数が増え，本文
の定着に寄与する．少なくとも，そうなることを狙
っている．

5．文法解説
　2時限目は，単語テスト，ネイティブ音声を使っ
たシャドーイング，一斉（または列ごとなど，ある
程度のグループごと）の音読を一通り行ったあと，
対象パートでテーマにしている文法項目の解説を行
う．この際，文法理解力にも多少のばらつきが見ら
れるため，日本語訳のためではなく，文法テーマの
理解のために，最初から 1文ずつ，その文の特徴を
復習項目も含めて説明している．このとき重宝して
いるのが，POWWOW の奇数ページにある Points
の欄である．SVOOや後置修飾などのテーマが，
下線や矢印を用いて簡潔に図解されているため，ゼ
ロから板書して説明するよりも効率がよい．必要に
応じて補助的に文法書も参照させながら，文法テー
マを説明し，Pointsの下にあるDrillを行う．

6．虫食いプリント
　各パートの最後の時間には，「虫食いプリント」
を配布している．これは筆者が独自に考案したもの
で，「前置詞編」「動詞編」が表裏になっており，そ
れぞれ前置詞と動詞が全部空欄になっており，これ
を埋めるというプリントである．仕掛けを聞けば
「なぁーんだ」と思うようなものであるが，いざや
ってみると，本文が定着していないと案外埋められ
ないものである．これは，定期試験前になると「も
う一度やって覚えているか確認したいから」と余り
がないか求めてくる生徒もいるほど隠れた人気のプ
リントである．

7．まとめ
　以上，シャドーイングや音読，そして「情報を読
み取る力」に注目した読解指導の立場から，日頃実
践している内容を述べてみた．筆者自身，本校に着
任してからまだ日も浅く，試行錯誤の毎日である．
クラスには英語力を伸ばそうと努力している生徒も
多く，その期待に応えたいと奮闘する中での授業づ
くりの一例である．甚だ不十分ではあるが，何らか

のお役に立てれば幸いである． （南雲　幸美）

8．授業を観察して
　過日，南雲教諭の授業を観察する機会を得たので，
本レポートに添えてその様子を報告しておきたい．
　私が観察したのは国際言語コースの英語 Iの授業
であった．声を出す活動を重視している先生らしく，
静かに説明を聞いてノートをとる時間ではなく，ど
んどん英語を声に出そうという生徒の意識が感じら
れる 50分であった．ちょうど本稿で紹介されてい
る「虫食いプリント」を使って空欄を埋める場面が
あったが，そこでも先生のリードで（　）に入る英
語を次々に声に出す生徒の多さが印象的であった．
　私自身，「声に出さない英語に伸びる芽はなし」
と常々生徒に言い続けているが，授業を見ながらこ
のことを改めて痛感した次第である．
 （英語科主任　福田　誠）
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